
社会資本総合整備計画書(第３回変更)

吉原地区都市再生整備計画(第３回変更)

平成２４年３月２１日

静岡県富士市



吉原地区都市再生整備計画

平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 富士市

（H22当初） （H24末） （H26末）

(うち提案事業分 60.6百万）

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

1-A-1 都市再生整備計画 一般 富士市 直接 1,036.2 別添1

合計 1,036.2

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

番号 備考

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計 0

番号 備考

― 29.0%

576人/日

6.4%

当初現況値

全体事業費
（百万円）

最終目標値

― ※現況値はH21時点による

※現況値はH21時点による

※現況値はH21時点による

― 7.0%

26.5%

（Ａ（提案分）＋Ｃ）／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

番号

富士市

事業者

事業者

　吉原商店街への来街者を対象としたアンケ－ト調査のうち､商店街へのアクセス性について、｢満足｣､｢やや満足｣と回答した人の割合

計画の期間

Ａ Ｂ
1,036.2百万円

Ｃ

番号

計画の目標

・吉原地区への来街者数を維持
・商店街のにぎわいの創出に対する満足度を6.4％（H21）から7.0％（H26）に増加
・商店街へのアクセス性の満足度を26.5％（H21）から29.0％（H26）に増加

　商店街8箇所における歩行者の1日交通量の平均値

　吉原商店街への来街者を対象としたアンケ－ト調査のうち､商店街のにぎわいに対する満足度において、｢満足｣､｢やや満足｣と回答した人の割合

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式

全体事業費

事業者

1,036百万円

交付対象事業

％

事業内容

（事業箇所）

吉原地区都市再生整備計画事業 A=330ha

市町村名

一体的に実施することにより期待される効果

事業内容
市町村名

要素となる事業名
全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）要素となる事業名

事業実施期間（年度）

市町村名
港湾・地区名

（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

0百万円

要素となる事業名

中間目標値
備考

富士市

効果促進事業費の割合
5.8

576人/日

0百万円

社会資本総合整備計画（第３回変更）

定量的指標の現況値及び目標値

計画の名称

交付対象

大目標：『東海道の宿場町として栄えた歴史ある中心市街地「吉原地区」において、まちづくりに必要な事業を総合的に推進し、「まちの顔」にふさわしいにぎわいの再生を図る。』
小目標：「安全・安心かつ快適なまちづくり」
　　　　「協働による市民主役のまちづくり」
　　　　「情報を活用したまちづくり」
　　　　「吉原地区の歴史・文化を活かしたまちづくり」

平成24年3月21日



（参考図面）

計画の名称 吉原地区都市再生整備計画

計画の期間 平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 富士市交付対象
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都市再生整備計画(第3回変更)

吉原
よ し わ ら

地区
ち く

静岡県
し ず お か け ん

　富士市
ふ じ し

平成24年3月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 330 ha

平成 22 年度　～ 平成 26 年度 平成 22 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/日 H21 H26

% H21 H26

% H21 H26

7

商店街へのアクセス性の満足度
吉原商店街への来街者を対象としたアンケ－ト調査のうち､商店街への
アクセス性について｢満足｣､｢やや満足｣と回答した人の割合

地区内の道路を整備し､アクセス性を向上させることにより､吉原商店街の活性化
を図り､にぎわいを創出する｡ 26.5 29

商店街のにぎわいの創出に対する満足度
吉原商店街への来街者を対象としたアンケ－ト調査のうち､商店街のに
ぎわいに対する満足度において｢満足｣､｢やや満足｣と回答した人の割合

さまざまな取り組みを総合的に実施し､吉原商店街を訪れる来街者の満足度を向
上させる｡ 6.4

576来街者数 商店街8箇所における歩行者の1日交通量の平均値
吉原商店街の活性化に資する事業の実施やアクセス性を向上させる道路事業に
より､吉原地区の求心力を維持する｡ 576

・ 歴史ある鯛屋旅館を地域の文化や歴史などの情報発信等を行うための拠点整備を実施したが、商店街全体の活性化や歴史的な景観の創出には至っていない。
・ 来街者数の増加に向け、商店街の魅力向上に資するさらなる施策が求められており、また自動車で来訪しやすい環境整備が必要である。
・ 市民活動支援施設整備事業により、市民活動が活性化しつつあるが、地域住民による商店街全体の活性化に向けた動きが必要とされている。
・ 街路整備事業と歩道整備事業により、商店街へのアクセスは一定程度改善されたが、十分ではない。また、商店街の安全・安心の確保までには至らなかった。

・吉原地区の中心である吉原商店街の利便性を高めるための商業基盤整備やｲﾍﾞﾝﾄなどの協働事業を支援し､文化･ｱﾐｭ-ｽﾞﾒﾝﾄ機能を強化することにより､集客力の向上とにぎわいの創出を図る｡(第四次富士市総合計画より)
・東海道の宿場町として栄えた「吉原宿」の再生と、以前のにぎわいを取り戻すための町並みや観光資源の整備などに取り組む。(富士市都市計画ﾏｽﾀ-ﾌﾟﾗﾝより)
・商店街への集客のため、商業地を中心に歩行者の安全空間を充実させ、子供や高齢者が安心して通行できるようにする。(富士市都市計画ﾏｽﾀ-ﾌﾟﾗﾝより)
・地域内の未整備の都市計画道路の整備推進により、渋滞の解消などを図り、魅力ある都市空間の形成を目指す。(富士市都市計画ﾏｽﾀ-ﾌﾟﾗﾝより)

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 静岡県 富士市
ふ じ し

吉原
よしわら

地区
ち く

計画期間 交付期間 26

大目標：東海道の宿場町として栄えた歴史ある中心市街地「吉原地区」において、まちづくりに必要な事業を総合的に推進し、「まちの顔」にふさわしいにぎわいの再生を図る。
目標1：安全・安心かつ快適なまちづくり
目標2：協働による市民主役のまちづくり
目標3：情報を活用したまちづくり
目標4：吉原地区の歴史・文化を活かしたまちづくり

■吉原地区の概要（第1期計画より）
・吉原地区は、東海道五十三次の14番目の宿場町として栄えてきた地区であり、長く富士市のみならず広域の文化・交流の拠点であった。
・しかし、近年のモータリゼーションの進展に伴い、自家用車に依存したライフスタイルを持つ市民が増えている。
・この市民のライフスタイルの変化による影響を受けた吉原の既存商店街は、かつての市の中心地としての賑わいは失われ、空き店舗も目立ってきた。
・そうした中で、商店街では客が買い物をし易くするためのショッピングカートの無料貸し出しや、商店街で購入した食料品の飲食・休憩場の提供といったサービスを展開している。
・また、まちづくりのためのワークショップなども開催し、問題点の洗い出しを行い、歴史あるこの地区に中心市街地としての魅力と賑わいを取り戻すため、市民・企業・NPO・地元商店街と協働して様々な事業を展開している。

■第1期都市再生整備計画に基づくまちづくり交付金事業の成果
○平成17年度から21年度の5年間、まちづくり交付金を活用して事業を行ったことにより、第1期都市再生整備計画に掲げた課題は、以下のように解決された。
・公共交通機関の衰退や歩道、幹線道路の未整備により、地域住民や来街者、特に子供や高齢者の安全性と利便性が損なわれている。
　→　幹線道路の整備やコミュニティバス運行支援等の実施により、中心市街地へのアクセス性を向上させることができた。
・この地区には、中心市街地として人をひきつける魅力が失われているため、市民が集まる魅力作りが課題となっている。
　→　道路整備やコミュニティバス運行支援等による吉原商店街へのアクセス改善、まちづくりラジオによる地域情報提供、鯛屋旅館の拠点整備などが行われ、減少傾向にあった来街者数が下げ止まった。
　→　よって、商店街の賑わい回復に一定程度の効果があったと考えられる。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
【整備方針１】
・中心市街地周辺において、安全かつ快適な環境を創出するための基盤を整備し、中心市街地へのアクセスを改善するとともに、地域住民の生活利便
性を向上する。

・ 【道路】地方道事業（依田原国道線）
・ 【道路】地方道事業（伝法原田線)
・ 【道路】街路事業（左富士臨港線）
・ 【道路】歩道事業（国久保二丁目1号線）
・ 【道路】歩道事業(吉原勢子辻線外9路線)
・ 【道路】自転車歩行者道(臨港富士線)
・ 【地域生活基盤施設】((仮)吉原中央駅南自転車駐輪場)
・ 【事業活用調査】事業効果分析調査

【整備方針３】
・吉原地区の歴史や今に関するラジオ番組の提供により情報発信を行うとともに、多くの市民活動に関するラジオ番組の自立的運営を支援する。

・ 【地域創造支援事業】まちづくりﾗｼﾞｵ番組提供事業

【整備方針２】
・既存の市民活動の充実・拡大や新たな活動の芽生えを支援することにより、市民活動を一層活発にし、協働による市民主役のまちづくりを推進する。

・ 【まちづくり活動推進事業】つけﾅﾎﾟﾘﾀﾝ推進事業

【整備方針４】
・地域の文化や歴史などを活かし、商店街全体において吉原宿の個性を活かしたまちづくりを創出する。

・ 【地域生活基盤施設】歴史案内板設置事業
・【公園】吉原公園

･本市は､北に霊峰富士を仰ぐ非常に恵まれた環境にある｡市民にとって国民にとっても大きな財産である富士山の景観に配慮するため､電線の地中化を行った｡

･地区内の定住人口の増加促進のため､優良建築物等整備事業の採択を受け､地上14階建て店舗･公共施設併用住宅を建設した｡

･次世代を担う高校生に対して商業と教育の社会実験経験の場として､商店街の空き店舗を活用したﾁｬﾚﾝｼﾞｼｮｯﾌﾟの展開など､若い世代の集客力の向上で賑わいの創出を図ろうとしている｡

･空き店舗前や商店街に隣接する場において､商店街の不足業種を個人･商店等から幅広く参加者を集めたﾌﾘ-ﾏ-ｹｯﾄを主軸に朝市を開催している｡

･400年以上の歴史を持ち､｢東海道一｣といわれる吉原祇園際においては､太鼓や笛の練習を通じて､世代を超えた交流と歴史･文化の多くの市民が触れることのできる機会を提供している｡



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 地方道 富士市 直 L=470m 22 22 22 22 168.0 168.0 168.0 168.0

道路 地方道 富士市 直 L=200m 22 26 22 26 141.0 141.0 141.0 141.0

道路 街路 富士市 直 L=180m 22 23 22 23 78.5 78.5 78.5 78.5

道路 歩道 富士市 直 L=200m 22 22 22 22 55.0 55.0 55.0 55.0

道路 歩道 富士市 直 L=1,290m 22 26 22 26 96.5 96.5 96.5 96.5

道路 自転車歩行者道 臨港富士線 富士市 直 L=1,140m 23 26 23 26 96.0 96.0 96.0 96.0

公園 富士市 直 A=8,000㎡ 24 26 24 26 306.0 306.0 306.0 306.0

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 富士市 直 N=6基 22 25 22 25 4.8 4.8 4.8 4.8

地域生活基盤施設 富士市 直 A=159.9㎡ 23 23 23 23 29.9 29.9 29.9 29.9

高質空間形成施設

高次都市施設

既存建造物活用事業

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

ﾊﾞﾘｱﾌﾘ-環境促進整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 975.6 975.6 975.6 975.6 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
富士市 直 － 22 26 22 26 50.0 50.0 50.0 50.0

0.0

0.0

富士市 直 － 26 26 26 26 5.0 5.0 5.0 5.0

－ 0.0

TMO 間 － 22 24 22 24 5.6 5.6 5.6 5.6

合計 60.6 60.6 60.6 60.6 …B
合計(A+B) 1,036.2

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
静岡県 国土交通省 L=720m ○ 21 22 125

富士市 ○ 19 25 25

吉原商店街振興組合 ○ 19 25 5
宿場まつり実行委員会 ○ 16 25 7

合計 162

交通安全施設等整備事業(地区一括) 富士市　吉原

あなたも商店主支援事業 富士市　吉原

東海道吉原宿宿場まつり事業 富士市　吉原

吉原宿　一の市事業 富士市　吉原

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○）

まちづくり活
動推進事業

つけﾅﾎﾟﾘﾀﾝ推進事業 －

－

事業期間
全体事業費

細項目 うち民負担分
規模

（参考）事業期間

事業活用調
査

事業効果分析調査 －

0.0

地域創造
支援事業

まちづくりﾗｼﾞｵ番組提供事業

交付期間内事業期間
事業 事業箇所名 事業主体 直／間

住宅市街地
総合整備
事業

－

(仮)吉原中央駅南自転車駐輪場

吉原勢子辻線外9路線

吉原公園

細項目 うち民負担分

伝法原田線

左富士臨港線

国久保二丁目1号線

依田原国道線

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

国費率 0.4交付対象事業費 1,036.2 交付限度額 414.4



都市再生整備計画の区域

　吉原地区（静岡県富士市） 面積 330 ha 区域 富士市吉原地区及び今泉、原田地区の一部

県道富士由比線
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吉原地区（330ha）
静岡県図

Ｎ
富士山

Ｎ

標高2000ｍ

標高800ｍ

富士宮市 富士市

沼津市
私鉄 標高300ｍ
岳南鉄道

第二東名自動車道富士市役所
東名高速道路
東海道新幹線県道富士由比線
国道１号得線

ＪＲ東海道線田子の浦港

富士川 駿河湾

吉原本町駅



（　　　　） （　　　年度） → （　　　年度）

（　　　　） （　　　年度） → （　　　年度）

（　　　　） （　　　年度） → （　　　年度）

　○○○地区（○○県○○市）　整備方針概要図

目標
代表的な

指標

吉原地区(静岡県富士市) 整備方針概要図

東海道の宿場町として栄えた歴史ある中心市街地｢吉原地区｣において､まちづくりに
必要な事業を総合的に判断し､｢まちの顔｣にふさわしいにぎわいの再生を図る｡

来街者数 人/日

吉原地区
基幹事業 道路(街路)

左富士臨港線

提案事業
まちづくりﾗｼﾞｵ番組提供事業

基幹事業 道路(地方道)
依田原国道線

基幹事業 道路(地方道)
伝法原田線(交差点)

■基幹事業 道路(歩道)
国久保二丁目1号線

■基幹事業 道路(自転車歩行者道)
臨港富士線

基幹事業 道路(歩道)
吉原勢子辻線外9路線

地域生活基盤施設
歴史案内板設置事業

事業活用調査
事業効果分析調査

まちづくり活動推進事業
つけﾅﾎﾟﾘﾀﾝ推進事業

■基幹事業
吉原公園整備事業

21
26

●関連事業
交通安全施設等整備

事業(地区一括)

商店街へのアクセス性の満足度

商店街のにぎわいの創出に対する満足度

％

％

21

21
26
26

29
7

576

26.5
6.4
576

●関連事業
あなたも商店主支援事業
吉原宿 一の市事業
東海道吉原宿宿場まつり事業

■地域生活基盤施設
(仮)吉原中央駅南自転車

駐輪場


